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〈表紙作品〉（上）
2014年度  芸術学部美術学科  卒業

杉浦 沙恵子
「為れないということを知っている・成りたいと思う」
（日本画）
（227.2×181.8cm、装丁サイズ：237.2×191.8cm）
2014年度　卒業制作
卒業制作優秀作品、芸術資料館買上作品

〈表紙作品〉（下）
2014年度  芸術学研究科（博士前期課程）
造形芸術専攻　修了

佐藤 麗生
「逐電」（油絵）
（1818×2273mm）
2014年度　修了制作
修了制作優秀作品、芸術資料館買上作品

すぎうら　　  さえこ

さとう　　  れお

口コ
ミ風

市大ニュー
ス

人に伝
えたくな

る

市大の図書館がリニューアルして、おしゃれな感じになったらしい。学生によ

ると、「読書したくなる」とか「カフェで勉強する感じ」だとか。図書館なのに、

みんなで話せる「ラーニングコモンズ」っていうスペースもあるんだって。

芸術学部の卒業生にSUIKOさんっていうグラフィティアーティストがいて、

その人がデザインしたんだって。横川シネマに壁画も描いたらしいよ。

カフェっぽい図書館！

世界的に活躍するアーティストが
大学前の歩道橋にデザイン

国際学部OBで、今はNHK広島でディレクターをしている花井利彦さん

が、平和研の先生の協力を得て、1954年、太平洋ビキニ環礁で行われ

た水爆実験によって、日本人漁船員の大量被ばくが起きていながら、日

米両政府がこの「不都合な真実」を隠していたことをスクープしたらしい。

歴史の教科書の記述が変わるかも?!

学生の制作した作品の試写を目的としたプレビュールームとして設計。

本格的な7.1chサラウンドシステムの音響装置を設置。防音設計により、

どんな大音量でもほとんど外には漏れない二重防音設計構造。

市大はカープと連携していて、ドミニカにあるカープアカデミーでの

インターンシップに行くチャンスがあるんだって。

あと、毎年８月６日には、マツダスタジアムで平和へのメッセージを

市大の学生たちが発信してるらしいよ。

カープと市大、いろいろ連携

「いちだい知のトライ
アスロン」（※）で、

初めて「知の鉄人」が誕生したんだって。

情報科学部のＯ先生は、
ルービックキューブの

世界記録保持者なんだって。

「ひつじのショーン」の
アニメーターが

市大でレクチャーしたんだ
って。

情報科学部の先生で「変な人」（※）に

選ばれた人が市
大にいるらしい。

HKT48のメンバ
ーと記者発表もしたとか！

市大の芸術学部・安佐動物公園・

アストラムライン
でコラボするらし

いよ。

広島県科学オリンピック
開催事業に

市大が協力したんだっ
て。

市大には、恵
まれた学習環境の中、

ユニークな
研究をしてい

る教員がいたり
、

市大ならではの特
別授業が行われたり

するなど、

魅力的な「学び」に溢れていま
す。

ここでは、市大のさまざまな魅力を、豆知識も織り交ぜながら

「口コミ風」に紹介します。

まるで映画館?!
すごい音響設備のアートシアター

市大関係者が知られざる
「大量被ばく」の実態をスクープ！

illustration by Ukida Mayu

NHKスペシャル
水爆実験 60年目の真実
～ヒロシマが迫る“埋もれた被ばく”～
（2014年8月6日放送）

広島東洋カープ野球アカデミー
企業インターンシップ活動 報告会
（2015年２月３日）

（※）読書や映画・芸術鑑賞を通して
「知る」「考える」「伝える」力を養う
学生向けプログラムです。

＊ラーニングコモンズ内では、ペットボトルなどのフタ付きの飲み物に限り持ち込みができます。

＊「活躍する市大人」（pp.4-5）で特集しています。

（※）総務省「異能ベーションプログ
ラム」の通称
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第15回西風新都駅伝大会

競技後に豚汁をふるまう学生たち

イスラエルで制作をするSUIKOさん

ネパールで制作した
『KolorKathmandu』（2013年）

PERA MUSEUM（トルコ）で展示した作品『喰ウ』

学生リポート活躍する市大人

平成26年度学生表彰

卒業・修了作品展

４月１日（水）～６日（月）
４月１日（火）～６日（月）

４月２日（木）
４月２日（木）～６日（月）

４月７日（火）
４月７日（火）～20日（月）

６月14日（日）
７月20日（月・祝）

７月23日（木）・24日（金）
７月28日（火）・30日（木）～ ８月10日（月）

８月11日（火）～ ９月30日（水）
８月13日（木）・14日（金）

前期（４月１日～９月30日）
春季休業
定期健康診断
入学式
オリエンテーション
前期授業開始
前期履修手続期間
開学記念日
休日月曜日の授業実施日
前期補講日
前期定期試験
夏季休業
全学休業日

氏名
前川　義春
南　　昌伸
渡辺　智恵
石田　賢治
山口　光明
弘中　哲夫
藁谷　　実
松本　良徳

役職名
理事・副学長（教育・研究担当）

芸術学部長
副理事（国際交流担当）・語学センター長
副理事（情報担当）・情報処理センター長

副理事（学生担当）
副理事（教務担当）
芸術資料館長

国際交流推進センター長

区分

昇任

新任

転任

退職

氏　名
金谷　信子
串田　淳一

ウォーゼン，チャールズ
笠原　　浩
藤江竜太郎
武藤　彩加
山根　史博
鷹野　　優
田中　宏和
李　　仕剛
長谷川義大
脇田　　航
中嶋　　泉
有持　　旭
佐藤　尉隆
田中　圭介
七搦　綾乃
湯浅　　剛
福井　康人
松本　良徳
金　　泰旭
秋山　　隆
土井　満治
塚田　健一
アダムス,ロルフ
中嶋　健明
吉井　　章
田中　利幸

　　　　　　　　 職　名
国際学部教授（４月１日付け）
情報科学研究科講師（４月１日付け）
芸術学部教授（４月１日付け）
芸術学部教授（４月１日付け）
芸術学部講師（４月１日付け）
国際学部准教授（４月１日付け）
国際学部准教授（４月１日付け）
情報科学研究科教授（４月１日付け）
情報科学研究科教授（４月１日付け）
情報科学研究科教授（４月１日付け）
情報科学研究科助教（４月１日付け）
情報科学研究科助教（４月１日付け）
芸術学部准教授（４月１日付け）
芸術学部講師（４月１日付け）
芸術学部講師（４月１日付け）
芸術学部講師（４月１日付け）
芸術学部助教（４月１日付け）
広島平和研究所教授（４月１日付け）
広島平和研究所准教授（４月１日付け）
国際交流推進センター特任教授（センター長）（４月１日付け）
国際学部教授（３月31日付け）
芸術学部講師（３月31日付け）
芸術学部助教（３月31日付け）
国際学部教授（３月31日付け）
情報科学研究科准教授（３月31日付け）
芸術学部教授（３月31日付け）
芸術学部教授（３月31日付け）
広島平和研究所教授（３月31日付け）

氏名（敬称略） 　学　位
博士（学術）
博士（学術）
博士（芸術）
博士（芸術）

田北　冬子
金　　眞那
土屋　祐二
岸　 かおる

常識にとらわれず自分らしく生きたい
～広島を拠点に世界を視野に～

　西風新都駅伝大会は、2001年（平成13年）２月、「地域と大
学の草の根的な交流の場としての大会」をスローガンに、スポー
ツを通じた地域の活性化を目指し、本学学生が中心となってボラ
ンティアで運営を行う駅伝大会（１チーム５名、全５区間12km）と
して、広島市立大学構内および周辺においてスタートしました。今
年で15回目を迎える西風新都駅伝大会は、これまで、運営する
学生たちのチームワークと継続的な努力によって地域に定着し
つつあります。今年はさまざまな年代の方々、総勢55チームの参
加がありました。この駅伝は代々、広島市立大学トライアスロン部
の学生が中心となって運営しており、今回は、実行委員長となっ
た藤葉麻紀さんを中心に、参加者が日頃の練習の成果を発揮で
きることを願って準備を行ってきました。
　藤葉さんにお話を伺ったところ、学生が中心となって運営する
この大会について、事前の準備から当日の状況判断に至るまで、
さまざまな難しさがあり、また、今年は15回目という節目の年という
ことでのプレッシャーもあったそうです。課題は残ったものの、たす
きがつながることや、ゴールの瞬間、そして何より参加者の笑顔を
見ることで達成感があったとのことでした。
　運営に携わった学生たちからは、「この駅伝大会を苦労して作
り上げてきた先輩方のためにも頑張る」「幅広い年代の方々が頑

張っている姿を見る
と、自分も頑張れる」
という声があり、第１
回大会から参加して
いる方からは、「世代
を超えた交流ができ
て楽しい」とのことで
した。走った後には、
寒い中温かい豚汁
が振る舞われ、冷え
た体を温めていまし
た。また、待ち時間に

は参加者どうしで盛り上がっていて、とても良い雰囲気で今回の
駅伝大会は幕を閉じました。この大会で、私は世代を超えた地域
とのつながりを感じ、これからもこの「西風新都駅伝大会」を大切
にしていかないといけないと思いました。

在学生、卒業生を問わず、国内外の数多くの分野で活躍する「市大人」。その中から、
顕著な活動を行っている人を紹介します。

この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自ら
が取材をして作成しました。

本学では、大学前に横断歩道橋が設置（2015年２月17日に供
用開始）されるに当たり、壁などにデザインを描くグラフィティ・
アーティストのSUIKOさんに、デザインの施工を依頼しました。
SUIKOさんは、本学芸術学研究科の修了生で、広島を拠点と
しながらも世界各地で巨大な壁画を制作しています。このた
び、SUIKOさんに、グラフィティについての想いなどを伺いまし
た。（※）
―今回制作していただいた作品（歩道橋のグラフィティ）について教え
てください。
広島市立大学大学院を修了すると同時に「SUIKO」という名前が生ま
れました。これはコンセプトであり、キャッチフレーズでもあって、グラフィティ
を描く時はこの名前を常に描いていて、今回も実は橋桁に「SUIKO」の
文字が入っているんです。今回の作品は今までの僕の作品の中で最も
解読しやすいレタリングで、「Block Buster」と呼ばれる、メッセージをスト
レートかつ強力に表現するグラフィティの方法で描いています。北面はか
なり簡略化しているので読みやすいと思います。南面では僕が好んでよく
扱う雲が盛り込まれているので、より模様として見えてくると思います。雲
の表現は自然を感じることができるモチーフですし、リズミカルで、とても好
きです。それから、陸橋の階段部側面は点（玉）がだんだん進化しながらも
また点に戻るようなデザインになっています。　
―「SUIKO」という名前の由来について教えてください。
「酔狂」っていう言葉に由来しています。「常識にとらわれず自分らしく生
きたい」というメッセージを込めています。もともと世界に打ち出していこ
うって考えていたので、日本的な雰囲気のある名前にしたかったっていう
のと、男性なのか女性なのか分からないような中性的な名前にしたかっ
たっていうのがあります。　
―広島を拠点としていることの意味について、どのように考えていますか？
一番簡単な理由は、まずは自分の街が一番活動しやすいんで、外に出る
勇気がないってのもありますが。ただ、やっぱり自分の家は自分の街、広
島にあるとほっとできるし、活動の戦略面から考えても、広島ほどいい所は
無いと思っています。田舎から東京に出ていく人っていうのは山ほどいて、
広島を拠点にやる人はやっぱり少ない。僕はいつも、広島から直接海外

に飛ぶようにしているんです。東京をすっ
飛ばして海外に出るというのをずっとやっ
ていると、今度は東京の方からお呼びがか
かるんですよ。日本は、東京だけが中心っ
ていう感じがあるけど、特に世界を見ている
とそんなことはなくて、一つの国の中でこの
分野ならこの街、この分野ならこの街、って
いろんなすみ分けがあるし、その街その街
で個性的なアーティストがちゃんといる。そ
うあるべきじゃないかなと思います。それに
広島は地球上で初めて原爆が落とされた
街として、世界に対して発言すべきこともあ
りますし。　
―最後に、後輩たちへのメッセージをお願いします。
大学にいる間は、大学の中にこもっているだけじゃだめだと思うし、早い時
期に外に出て、世界の中で自分が何者なのかっていうのを考えるのが大
事かなとは思っていますね。僕も自分にしかないものって何なんだろうって
いうのを在学中、特に大学院でドイツ留学している間にたくさん考えました。
まだその途中ではあるんですけど、ドイツ留学できてよかったです。大学に
いる間も僕は本当にまじめな学生じゃなくて大学に来ないで外をほっつき
歩いたりもしていたし、そういう意味で学生時代は自分探しをしていたなと
思います。でも結局それが一番役に立った。あとは仲間たちといろいろ

「ああでもない、こうでもない」っ
て酒を飲みながらよく管を巻い
て、それも大事な時間でした。こ
んな話ばかりしていると先生方
から怒られそうですが（笑）。

（※）この記事は、本学ウェブサイトの「お知らせ」に掲載されている＜【学長対談「この
人と話したい」】ＳＵＩＫＯさん（「大学前歩道橋にグラフィティを制作）＞を広報誌用に編
集したものです。

グラフィティ・アーティスト　SUIKOさん
芸術学研究科（博士前期課程）造形計画専攻修了生

すいこ

（取材： 情報科学部１年　中野 美登里）
なかの　　　みどり

SUIKO（すいこ）
広島市立大学大学院芸術学研究科（博士
前期課程）造形計画専攻を修了。グラフィ
ティ・アーティストとして、広島を拠点としなが
らも世界各地で巨大な壁画を制作。壁画以
外にも、ディズニー社、コカ・コーラ社、アディ
ダス社などへもアートワークやデザインを提
供。昨年10月１日にリニューアルオープンし
た横川シネマの外壁にもグラフィティアート
による壁画を制作。

SUIKOさんのウェブサイト  http://www.suiko1.com/

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　企画・広報委員会
○E-mail：kikaku@office.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel：082-830-1666　○Fax：082-830-1656
「WEST BREEZE」のバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞
「大学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■本学大学院における
　博士学位取得者
　（H26年度　春季修了）

■情報科学研究科の学生が「IEEE SMC Hiroshima Chapter
　若手研究会」で受賞
2014年11月、情報科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻１年の事
崎翔太さんが、「IEEE SMC Hiroshima Chapter 若手奨励賞」を受賞。

■情報科学部の学生らが「IEEE広島支部学生シンポジウム」で受賞
2014年11月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻１
年の市本貴宏さん、同１年の伊藤智基さん、情報科学部システム工学科
４年の清木場将さんが、「HISS優秀プレゼンテーション賞」を受賞。また、
情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年の河野拓馬さ
ん、同２年の森大輝さん、情報科学研究科（博士前期課程）知能工学専
攻２年の奥淳基さん、同１年の酒井達弘さん、情報科学部システム工学
科４年の宮本康平さんが「HISS優秀研究賞」を受賞。

■芸術学部の卒業生が「広島信用金庫日本画奨励賞」を受賞
2014年12月、芸術学研究科修了生の田村美智子さんが「広島信用
金庫日本画奨励賞」を受賞。

■国際学部の学生が「全日本学生ドイツ語弁論大会」で第１位を受賞
2014年12月、国際学部４年の北瀬結香子さんが第１位「ドイツ連邦共
和国総領事賞」を受賞。

■芸術学部の卒業生が「シェル美術賞2014」でダブル受賞
2014年12月、芸術学部卒業生の大谷郁代さんが「保坂健二朗審査員
奨励賞」を受賞。また、シェル美術賞展の会期中に来場者の投票により
選出される「オーディエンス賞」も受賞。

■情報科学研究科の学生らが「キャンパスベンチャーグランプリ」で受賞
2015年１月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年
の岩瀬大佑さんと情報科学部システム工学科４年の室瀬一眞さんが、
「テクノロジー部門最優秀賞（中国経済連合会会長賞）」を受賞。また、3
月に開催された全国大会で「日刊工業新聞社賞」を受賞。

■芸術学研究科の学生が「美術新人賞デビュー2015」で受賞
2015年１月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻１年の行晃
司さんがグランプリを受賞。

※学年は当時

■卒業式・学位記授与式を開催
2015年３月23日（月）、広島市立大学卒業式・学位記授与式が挙行さ
れ、晴れて卒業を迎えた卒業生396名および博士前期・後期課程修了
生112名に学位記が授与されました。

市大ニュース
■広島市立大学開学20周年記念誌を発刊
2014年11月、本学の歴史やこれまでの取組等をまとめた開学20周年
記念誌を発行しました。大学ウェブサイトに電子ブックも掲載しています。

■芸術学部の学生が「ひろしまドリミネーション2014」のモニュメント
　をデザイン
2014年11月、横佩祐司さん（芸術学部４年）によるとうろう流しをイメー
ジして制作されたモニュメントが「ひろしまドリミネーション2014」で展示さ
れました。

■本学でＮＨＫ大学セミナーを開催
2014年11月、本学講堂小ホール
でＮＨＫ大学セミナーが開催され、
コミュニティデザイナーの山崎亮さ
んが「夢を描く、デザインのチカラ」
というテーマで講演を行いました。

■呉信用金庫と連携・協力に関する
　協定を締結
2014年11月、緊密かつ組織的な連携・協力により、地域企業の活性化
および地域社会の発展に寄与することを目的に、呉信用金庫と連携・協
力に関する協定を締結しました。

■情報科学研究科谷口講師の研究が総務省事業「変な人」（通称）に
　採択されました
2014年12月、情報科学研究科谷口講師の研究「耳飾り型コンピュー
タの開発およびそれを当たり前に常時身に着け日常生活で使われる文
化・文明の創造」が、総務省「異能vation」（いのうべーしょん）プログラム
における「ICT研究開発課題に挑戦する個人」の公募において採択され
ました。

■カープアカデミーでのインターンシップに参加した国際学部学生が
　帰国報告
2015年２月、広島東洋カープ企業インターンシップとしてドミニカ共和
国・カープアカデミーに派遣されていた岩井愛実さん（国際学部３年）が、
学生や教職員を対象とした報告会を開催しました。

■画像投稿サイトの表彰作品を決定
2015年２月、画像投稿サイト第４回表彰式を行いました。情報科学研究
科の増谷佳孝教授が最優秀賞、情報科学研究科情報工学専攻２年の
石井章太さん、情報科学部情報工学科４年の菅原正伍さん、同２年の
手柴瑞基さんが優秀賞を受賞しました。

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集人／若林　真一
発行日／平成27年（2015年）４月１日

世代を超えて、地域とつながる
西風新都駅伝大会をこれからも

新入生の皆さんに贈る応援メッセージ
充実した大学生活で
一段の飛躍を

ふたむら　ひでお

国際学部長　二村 英夫
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ
います。
　皆さんは、大学生活の新しいスタートライ
ンに立っているわけですが、どんな抱負を抱

いていますか。海外に行きたい、スポーツ・文化活動をやりたい、新
しく友人を作りたい、将来の仕事につなげる知識や経験を得たい
等いろいろあると思います。ぜひ、基礎的な力を蓄えて、国際的な専
門分野の理解を深めるとともに外国語を学んでください。また、海外
や広島市を含めキャンパス外の社会にも積極的に働きかけて、教
員や仲間たちと共に広く深く自分自身を成長させていってください。
　何か相談したいことがありましたら、気軽に私の研究室を訪ねて
来てください。

努力して夢をつかむ
や　の　　たくお

情報科学部長　矢野 卓雄
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ
います。
　夢の実現へ向け世界へ飛び立つため
に、大学・大学院時代にすべきことに全力
で挑んでください。夢を叶えた自分の姿をい

つもイメージして努力すれば、きっと夢は叶えられます。また、心身の
健康を維持するための学識と方法を習得してください。適切な栄養
バランス、適度な運動、質の高い睡眠、自分に合ったストレス解消
に留意し、いつも最良な状態で勉学に励んでほしいと思います。さら
に、たくさんの友達をつくり、切磋琢磨して楽しい学生生活を送って
ください。最後に、自分を支えてくださった方々に「お陰様」の感謝の
気持ちをこれからも忘れないでください。
　皆さんの夢の実現に向けて、諸先輩方と共に教職員一同、応援
します。共に頑張りましょう。

学生だからできること
みなみ　  まさのぶ

芸術学部長　南　昌伸
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ
います。
　新たな目標に向かって、既にイメージを描
き始めているところでしょうか。
　皆さんには、それぞれの専門分野で、基

礎から高い専門性までを学ぶ恵まれた教育環境が準備されていま
す。自身が選んだ学びの場をよく理解し、主体的に受講し、そして
日々の制作に励んでください。これから始まる大学生活の中で、教
員、仲間を含めた多くの人の価値観に触れ、思考を深めるとともに、
多くの経験を通して感性を磨き、独自の表現を生み出してください。
学生時代に海外に身を置くことも貴重な経験となります。そのチャ
ンスも準備されています。学生にしかできないこと、学生だからできる
貴重な経験と時間が大学にはあります。

大学生活を始めるにあたって
心がけてほしいこと

あおき　のぶゆき

学長　青木 信之

　新入生の皆さん、ご入学おめで
とうございます。教職員一同、心か
ら歓迎致します。
　皆さんの心の中は、これから始ま
る大学生活への期待、そして新しい
環境への不安など、さまざまな気持
ちが交錯していることと思います
が、大学生活を始めるにあたり、皆
さんに心に留め、実行していただき

たいことをお伝えしたいと思います。
　
　まず、皆さんにはさまざまなことを体験してほしいと思います。授業
を履修し学ぶだけでなく、海外への留学、国内外でのインターンシッ
プやボランティアと、自分を成長させる機会については、学内・学外
を問わず、積極的に求めて、そして活用してください。そういった経験
が皆さんの視野を広げてくれるはずです。
　留学先として、本学はアジア、ヨーロッパに多くの協定大学を
持っていますし、またインターンシップについても、企業に加えて、ア
メリカ大使館やドミニカ共和国・カープアカデミーでのインターンシッ
プなど、ユニークで貴重な経験ができる受け入れ先を持っています。
ぜひ、活用してください。
　
　次に本をできるだけ多く読んでほしいと思います。重要な箇所に
線を引き、しっかりと一冊一冊の本を読んでいくのも重要ですが、私
が特にお願いしたいのは、とにかくたくさん読むということです。ジャ
ンルを問わず、とにかくたくさん読んでほしい。一冊の本との出会い
が皆さんの人生を変えることもあるかもしれませんが、一方で本を大
量に読むことによって、人間の内面が質的に変わることもあります。
皆さんには自分の内面が質的に変化するほどの量の本を読んでほ
しいと思います。
　携帯電話による短いやりとりが中心となりつつあるこの社会にお
いて、皆さんには著者との長い対話とも言える読書をたくさんしてほ
しい。多くの人が、バスや電車に乗るやいなや携帯電話を見る中
で、まず本を開くようなそんな学生時代を皆さんには送ってほしいと
思います。皆さんには、国際、情報科学、芸術といった専門性に加
えて、感性豊かな共感する心を持つ人間になってほしい、専門知識
だけを持つのではなく、社会が未来を託したくなるようなバランスの
とれた人間になってほしいと願います。
　本学には大量の読書、映画鑑賞、そして美術鑑賞を後押しする
「知のトライアスロン」という仕組みがあります。教員から推薦された
本や映画、美術鑑賞などに取り組み、その体験や感想について推
薦した教員と対話する仕組みです。ぜひそういった仕組みも利用し
ながら、自分の内面を質的に変化させていくほどの大量の読書を心
がけてください。
　
　４年後の自分をイメージしながら、自分の基礎を形作る「自分づく
りのプロジェクト」を、ぜひ今日からスタートさせてください。

第18回広島市立大学 芸術学部

卒業制作優秀作品

平成27年２月14日（土）から19日（木）まで、広島市現代美術館お
よび本学内において、平成26年度の卒業制作と修了制作の作品
展が開催されました。日本画、油絵、彫刻、デザイン、工芸の作品が
展示され、多数の来場者がありました。なお、卒業制作のうち優秀
作品が５点、修了制作のうち優秀作品が５点選出されました。また、
５点の作品が買上作品（芸術資料館収蔵）になりました。

買上作品

〈買上作品〉
■ 日本画「為れないということを知っている・成りたいと思う」杉浦 沙恵子（卒業制作）
■ 彫刻「My son」中村 明日香（卒業制作）
■ 立体造形「OLOGY」石井 智弥（卒業制作）
■ 現代表現「cycle of stripes」中本 順葉（卒業制作）
■ 油絵「逐電」佐藤 麗生（修了制作）

現代表現「cycle of stripes」
中本 順葉

立体造形「OLOGY」
石井 智弥

修了制作優秀作品

日本画「地の層」
浅埜 水貴

油絵「逐電」
佐藤 麗生

メディア造形「夢／現」
河野 佑香

彫刻「帰る家」
鵜野 千晴

視覚造形「白物語「サッちゃんの冒険」シリーズ後編」
高橋 はるか

日本画「為れないということを知っている・成りたいと思う」
杉浦 沙恵子

油絵「生を想え」
権藤 日香里

彫刻「My son」
中村 明日香

視覚造形「KOZIKI」
上尾 彩那

立体造形「Beat watch」
横佩 祐司

平成27年度  学年暦（前期）

役員等選任（変更分）

教員の人事異動

■2015年度オープンキャンパス開催日のお知らせ
2015年度は、６月14日（日）【プレ・オープンキャンパス】、８月２日
（日）【オープンキャンパス】、10月12日（月・祝）【ライブ・キャンパ
ス】に開催します。

学長奨励賞

国際学部国際学科４年
きたせ　　 ゆかこ

北瀬 結香子
「第15回全日本学生ドイツ語弁論大会」で第1位「ドイツ連邦共
和国総領事賞」を受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻１年
ゆき　こうじ

行 晃司
「第３回美術新人賞デビュー2015」で「グランプリ」を受賞。

情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年
いわせ　だいすけ

岩瀬 大佑

情報科学部システム工学科４年
むろせ　 かずま

室瀬 一眞
「第13回キャンパスベンチャーグランプリ中国大会」で、「テクノロ
ジー部門最優秀賞」を受賞。また、「第11回キャンパスベンチャーグ
ランプリ全国大会」で「日刊工業新聞社賞」を受賞。

その他の学生表彰受賞者については、本学ウェブサイト「トップ
ページ」＞「キャンパスライフ」をご覧ください。

●学術研究活動により、学外において特に高く評価されるなど、顕著な業
績を挙げたと認められるもの　●文化・芸術・スポーツ分野（全国レベル
の大会に限る。）又は人命救助等の社会活動により、学外において高く
評価されるなど、顕著な功績・成績を挙げたと認められるもの　●上記と
同等以上の表彰に値する行為があったと認められるもの

本学では、学内外で顕著な活動をした学生たちの表彰制度を設けて
います。平成26年度は、次の学生が「学長奨励賞」を受賞しました。

※学年は受賞当時

受賞条件

※学年は当時
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